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鰺鰊陽躙‐‐
徊 輻

‐瘍ぎ隧棄倅‐輻痺m.

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
問

八
木
孝
昌

財
辣
凩
餃
蝙
冬
瘍
渕
祗
鰊
眩
掏

令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
十

一
月
二
日
に
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
関
係
者
を
中
心

に
し
て
結
成
さ
れ
た

「五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説
見
直
し
を
求
め
る
会
」

（代

表

】
同
窓
会
五
代
委
員
会
委
員
長

・
元
学
長
児
玉
隆
夫
）
は
同
年
十
二
月
と
翌
令
和

四
年
二
月
に
、
高
校
日
本
史
教
科
書
会
社
五
社
と

『
日
本
史
年
表
』
刊
行
の
岩
波
書

店
に
対
し
て
、
政
府
に
よ
る
開
拓
使
官
有
物
の
五
代
友
厚
へ
の
払
い
下
げ
記
述
は
事

実
で
は
な
い
の
で
訂
正
を
求
め
る
と
い
う
要
望
書
を
五
代
無
実
の
証
拠
書
類
を
添

え
て
送
っ
た
。
各
社
か
ら
は

「要
望
事
項
を
検
討
す
る
」
と
い
う
文
書
回
答
は
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
特
段
の
動
き
は
な
か
っ
た
。

餘
餃
鈴
烙
緻
麒
嬌
瘍
曰
隧
已
淵

教
科
書
発
行
法
に
基
づ
い
て
全
国

で

「教
科
書
展
示
会
」
が
六
月

一
日
か

ら
七
月
二
十

一
日
の
期
間
中
の
二
週

間
開
催
さ
れ
る
が
、
「見
直
し
を
求
め

る
会
」
の
関
係
者
が
大
阪
会
場
へ
閲
覧

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
書
院
の
『
日

本
史
探
究
』
が
従
来
の
記
述
を
変
更
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

従
来
の
『
日
本
史
Ｂ
』
の
記
述
が
「長

官
の
黒
田
清
隆
が
同
じ
薩
摩
出
身
の

政
商
五
代
友
厚
に
、
約
二
〇
〇
〇
万
円

を
投
じ
た
事
業
を
三
八
万
円
余
と
い

う
不
当
に
安
い
価
格
で
払
い
下
げ
よ

う
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
」
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
、
令
和
五
年
度
以
降
使
用
さ
れ

る
清
水
書
院

『
日
本
史
探
究
』
の
記
述
で
は
、

「同
じ

薩
摩
出
身
の
政
商
五
代
友
厚
の
経
営
す
る
関
西
貿
易

社
に
払
い
下
げ
よ
う
と
し
て
劇
ｄ
測
覇
酬
馴
翻
刊
ｕ
ｄ
．

問
題
化
し
た
」
と
な
っ
て
い
た
。
変
更
さ
れ
た
の
は
縦

線
を
施
し
た
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
従
来
記
述
は
虚

偽
で
あ
り
、
新
記
述
は
事
実
で
あ
る
。
虚
偽
の
記
述
が

事
実
の
記
述
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
は

一
大
変
更
で
あ

っ
た
。

（も
っ
と
も
、
こ
の
変
更
は
不
十
分
で
あ
る
。
「た
だ

し
、
そ
の
報
道
は
誤
報
で
、
政
府
の
決
定
し
た
払
い
下

げ
先
は
開
拓
使
の
官
吏
四
人
が
退
職
し
て
設
立
す
る

予
定
の
民
間
会
社
で
あ
っ
た
」
と
付
記
し
な
け
れ
ば

真
実
を
述
べ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
）

隋
量
鋏
燿
緻
薇
隆
鶉
逹
又
聰

清
水
書
院
の
記
述
変
更
を
受
け
て
、
「見
直
し
を
求

め
る
会
」
は
八
月

一
日
付
で
残
る
四
社
の
教
科
書
会

社
と
岩
波
書
店
に
対
し
て
、
清
水
書
院
教
科
書
の
記

述
変
更
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
従
来
記
述
の
見
直
し

を
求
め
た
。
今
度
は
具
体
的
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

山
川
出
版
社

・
第

一
学
習
社

。
実
教
出
版
か
ら
は

「記

述
訂
正
」
の
返
事
が
来
た
。
東
京
書
籍
か
ら
は
、

「そ

の
内
容
が
学
会
等
で
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い

る
か
と
い
う
点
な
ど
を
慎
重
に
見
定
め
、
教
科
書
の

編
集
委
員
会
で
更
新
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」

と
い
う

《様
子
見
》
の
回
答
が
来
た
。

他
方
、
『
日
本
史
年
表
』
刊
行
の
岩
波
書
店
か
ら
は
、

「編
者
で
あ
る
歴
史
学
研
究
会
と
も
相
談
を
重
ね
て
」

き
た
が
、
「歴
史
学
研
究
会
が
調
査
し
た
結
果
、
ご
指

摘
の
通
り
、
五
代
な
ら
び
に
関
西
貿
易
商
会

（関
西
貿

易
社
）
は
、
勅
裁
に
関
わ
る
史
料
に
は
登
場
し
な
い
こ

と
を
確
認
」
し
た
の
で
、

「次
回
増
刷
時
に
修
正
」
す

る
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
問
題
の
直
視
を
避
け
る

東
京
書
籍
の
回
答
に
比
べ
て
、
岩
波
書
店
の
そ
れ
は

さ
す
が
出
版
界
の
老
舗
と
敬
服
せ
ざ
る
を
え
な
い
回

答
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
研
究
会
は
会
員
数
二
千
人
を

超
え
る
歴
史
学
の
主
導
的
な
学
会
で
あ
り
、
こ
の
学

会
が
従
来
説
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
は
学
界
の
定
説

が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
う
る
と
い
う
点
で
も
、
教

科
書
の
記
述
変
更
と
は
別
に
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

戌
麒
昴
螂
晰
繹
聰
巫
趙
浚
凸

「見
直
し
を
求
め
る
会
」
は
令
和
五
年
度
の
日
本

史
教
科
書
が
使
用
開
始
さ
れ
る
直
前
の
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
三
月
末
に
記
者
会
見
を
計
画
し
た
。
日

本
史
教
科
書
の
記
述
変
更
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ぜ
ひ
と
も

全
国
の
読
者
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
「見
直
し
を
求
め
る
会
」
は
文
部
科
学
省
の
関
係

者
の
助
言
を
得
て
、
三
月
二
十
三
日
に
文
部
科
学
省

で
の
記
者
発
表
を
準
備
し
た
。
記
者
会
見
に
は

「見
直

し
を
求
め
る
会
」
の
代
表
児
玉
隆
夫
と
会
員
の
私
八

木
と
大
阪
公
立
大
学
関
係
者
が
同
窓
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
。
予
期
に
反
し
て
、
当
日
の
庁
舎

一
〇
階
で
の
会
場

に
現
わ
れ
た
の
は
、
新
聞
社
で
は
幹
事
役
の
朝
日
新

聞
社
だ
け
で
あ
っ
た
。
他
に
は
予
め
情
報
提
供
し
て

お
い
た
関
西
テ
レ
ビ
の
ク
ル
ー
だ
け
だ
っ
た
。
Ａ
４

三
〇
枚
の
資
料
を
三
〇
部
用
意
し
た
の
に
、
空
振
り

に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
た
だ
希
望
は
、
朝
日
新
聞
か

ら
は
社
会
部
。文
化
部
の
記
者
の
ほ
か
に
、
編
集
委
員

の
男
性
が
出
席
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
記

事
に
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。

記
者
発
表
は
児
玉
代
表
が
配
布
資
料
に
沿
っ
て
行

っ
た
。
そ
の
あ
と
、
廊
下
で
関
西
テ
レ
ビ
に
よ
る
児
玉

代
表
と
私
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

四
月
初
旬
に
は
読
売
新
聞
大
阪
本
社
の
記
者
か
ら

の
取
材
を
私
が
受
け
た
。
読
売
新
聞
は
五
代
名
誉
回

文部科学省での記者会見 発表する児玉隆夫代表 (右 )
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復
活
動
の
途
中
経
過
を
令
和
四
年
三
月
に
報
じ
て
お

り
、
そ
の
続
報
と
し
て
の
取
材
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
朝
日
新
聞
と
読
売
新
聞
か
ら
取
材
は
あ
っ
た
も
の

の
、
し
か
し
、
四
月

一
〇
日
を
過
ぎ
て
も
、
ど
ち
ら
の

紙
面
に
も
記
事
が
出
な
か
っ
た
。

熾
な
ぐ
メ
デ
ィ
蓼
辣
咤

四
月

一
一
日
の
関
西
テ
レ
ビ

「
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ラ
ン
ナ

ー
」
の
午
後
五
時
台
に
、
教
科
書
記
述
修
正
問
題
が
六

分
間
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。
翌

一

二
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
の
全
国
版
に
記
事
が
出
た
。

『五
代
友
厚
一灘
れ
衣
だ
っ
た
「汚
点
」

官
有
物
払
い
下
げ

「無
関
係
」

教
科
書
修
正
』

と
い
う
あ
ざ
や
か
な
見
出
し
が
躍
っ
た
。

（編
集
委

員
・
宮
代
栄

一
）
の
署
名
入
り
の
記
事
は
、
一
〇
〇
行

を
超
え
る
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「東
京
横
浜
毎

日
新
聞
」
の
書
い
た

「五
代
ら
へ
の
北
海
道
物
産
の
す

べ
て
の
払
い
下
げ
」
と
い
う
社
説
に
つ
い
て
、
宮
代
記

事
は

「そ
の
事
実
は
な
か
っ
た
」
と
明
快
に
断
定
し
、

最
後
に
は
町
田
明
広
神
田
外
語
大
学
教
授
の

「歴
史

教
科
書
に
は
こ
れ
ま
で
最
新
の
歴
史
学
研
究
の
成
果

が
な
か
な
か
反
映
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
の
こ

と
で
良
い
流
れ
が
で
き
た
と
思
う
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
載
せ
て
い
た
。

そ
の

一
週
間
後
の
四
月

一
九
日
の
読
売
新
聞
夕
刊

に
、

「教
科
書
修
正
」
の
記
事
が
出
た
。

『
五
代
友
厚
　
‐４０
年
の
汚
名
返
上

官
有
物
払
い
下
げ
　
教
科
書
修
正

大
阪
市
大
同
窓
生
ら
の
働
き
か
け
実
る
』

と
い
う
見
出
し
で
あ
っ
た
。
記
事
で
は
、
「新
聞
が
報

じ
て
」
の
語
句
を
挿
入
す
る
清
水
書
院
方
式
を
山
川

出
版
社
と
実
教
出
版
が
踏
襲
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「政
府
は
開
拓
使
官
吏
が
退
職
し
て
設
立
し
よ
う
と

す
る
民
間
会
社
へ
の
払
い
下
げ
を
決
定
し
た
」
と
正

確
に
記
述
し
た
第

一
学
習
社
に
取
材
が
さ
れ
て
い
る
。

同
社
の
担
当
者
の
返
答
は
、
「ご
指
摘
が
適
切
と
判
断

し
、
五
代
は
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
明
確
に

し
た
」
で
あ
っ
た
。

朝
日
新
聞
と
読
売
新
聞
と
い
う
二
大
紙
の
記
事
に

よ
っ
て
、
「五
代
の
濡
れ
衣
」
は
社
会
的
認
知
と
な
っ

た
。
《
カ
ネ
の
亡
者
政
商
五
代
》
と
い
う
俗
説
の
原
因

を
つ
く
っ
て
き
た

「政
商
五
代
払
い
下
げ
説
」
の
瓦
解

は
決
定
的
と
な
っ
た
。
末
岡
照
啓
住
友
史
料
館
副
館

長

（当
時
）
の
五
代
無
実
を
証
す
る
本
格
的
な
論
文
が

三
〇

一
〇
年
に
出
て
い
る
の
に
、
一
〇
年
以
上
も

「政

商
五
代
払
い
下
げ
説
」
を
書
き
続
け
て
き
た
歴
史
研

究
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
に
思
い
を
い
た
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、

「利
他
」
に
生
き
、

「青
天
自
日
、
一曇
も
天
地
に
愧
ぢ
ず
」
と
広
瀬
宰
平
ヘ

の
書
状
に
記
し
た
先
覚
者
五
代
を
、
恥
ず
べ
き
守
銭

奴
の
よ
う
に
描
い
て
き
た
こ
と
は
、
名
誉
毀
損
罪
に

問
わ
れ
て
も
お
か
し
＜
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
五
月
九
日
に
は
産
経
新
聞
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

欄
に
、
山
上
直
子
論
説
委
員
の
署
名
原
稿
が
次
の
見

出
し
で
掲
載
さ
れ
て
、
五
代
無
実
記
事
は
さ
ら
に
広

が
っ
た
。

『
晴
れ
て
大
河
に

「五
代
様
」
を
』

今
後
靱
蒻
睦

開
拓
使
事
件
の
五
代
が

「濡
れ
衣
」
を
着
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
今
、
三
つ
の
こ
と
が
課

題
と
し
て
浮
上
す
る
。

第

一
は
、
「黒
田
長
官
は
破
格
の
安
値
で
同
郷
の
政

商
五
代
に
官
有
物
を
払
い
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と

新
聞
が
報
じ
て
問
題
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
方
式

を
と
っ
て
い
る
清
水
書
院
・山
川
出
版
社
・実
教
出
版

の
三
社
に
追
加
記
述
の
要
望
書
を
送
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
記
述
は
高
校
生
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
も
の
で
あ

る
。
高
校
生
は
新
聞
に
つ
い
て
事
実
を
報
道
す
る
も

の
で
あ
る
と

一
般
に
思
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
文
脈

で
は
、
①
黒
田
長
官
は
政
商
五
代
に
破
格
の
安
値
で

官
有
物
を
払
い
下
げ
よ
う
と
し
た
、
②
そ
れ
を
新
聞

が
知
っ
て
報
道
し
た
、
③
そ
の
結
果
、
そ
の
件
は
社
会

問
題
と
な
っ
た
、
と
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「五
代

へ
の
払
い
下
げ
」
が
濡
れ
衣
で
あ
る
と
は
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
不
十
分
か
つ
不
適
切

な
修
正
を
も
っ
て
《解
決
済
み
》
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
著
者
の
研
究
者
と
し
て
の
見
識
を
疑
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

当
然
、
「新
聞
が
報
じ
て
問
題
と
な
っ
た
」
の
う
し

ろ
に
は
「た
だ
し
そ
れ
は
誤
報
で
、
政
府
が
決
定
し
た

払
い
下
げ
先
は
開
拓
使
官
吏
が
退
職
し
て
設
立
す
る

予
定
の
民
間
会
社
で
あ
っ
た
」
が
付
記
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
《様
子
見
》
の
東
京
書
籍
に
は
、

速
や
か
な
記
述
修
正
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
五
代
の
業
績
の
再
評
価
で
あ
る

が
、
こ
の
件
に
言
及
す
る
紙
面
の
余
裕
が
な
い
の
で
、

い
ず
れ
か
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

第
三
の
課
題
は
、
五
代
大
河
ド
ラ
マ
実
現
の
た
め

の
準
備
開
始
で
あ
る
。
二
〇
二
四
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
は
、
紫
式
部
を
主
人
公
と
す
る
「光
る
君
へ
」

で
決
定
し
て
お
り
、
二
〇
二
五
年
分
も
内
定
し
て
い

る
模
様
で
あ
る
。
五
代
大
河
ド
ラ
マ
の
あ
り
う
る
最

も
早
い
年
は
二
〇
二
六
年
と
な
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「青
天
を
衝
け
」
の
脚
本
を
担
当
し
た
大
森
美
香

氏
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
三
〇
二

一
年
末
に
開
催

し
た
講
演
会
で
、
「機
会
が
あ
れ
ば
、
五
代
大
河
ド
ラ

マ
を
書
き
た
い
」
と
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
口
泉

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
・志
學
館
大
学
教
授
は
、
五
代

大
河
ド
ラ
マ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
働
き
か
け
を
準
備
し
て

い
る
。
五
代
は
実
業
人
と
し
て
の
人
生
を
大
阪
で
送
っ
た

「大
阪
の
恩
人
」
な
の
だ
か
ら
、
大
阪
商
工
会
議
所
を

初
め
と
す
る
大
阪
の
経
済
界
も
、
鹿
児
島
と
連
携
す

る
十
分
の
理
由
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
五
代
大
河
ド

ラ
マ
の
実
現
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
目
標
と
す
る
三

〇
二
六
年
の
前
年
に
は
、
大
阪
万
博
が
あ
る
。
万
博
で

活
性
化
さ
れ
た
大
阪
を
五
代
大
河
ド
ラ
マ
が

る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
大
阪
の
近
代
化
に

尽
し
た
五
代
友
厚
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
は
な
い
。

五
代
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
す
る
と
き
こ
そ
、
五

の
名
誉
回
復
が
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
成
就
す
る
と

えヽ
卜
い
つヽ
。

Ｄ
「８
ヨ
五
代
塾

顧
問

曾

野

豪

夫

本
邦
禰

公
闘
…

五
代
龍
作
氏
か
ら
私
の
両
親
近

一
と
慰

（や
す
）
は

結
婚
祝
い
に
、
大
久
保
利
通
公
が
五
代
友
厚
宛
て
に

出
状
し
た
明
治
八
年
頃
の

「書
簡
」
を
頂
戴
し
た
。
本

文
中
に

「伊
藤
」
と
大
書
し
て
あ
る
の
は
伊
藤
博
文
公

の
こ
と
に
違
い
な
い
。
五
代
関
係
文
書
に
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
書
簡
で
あ
る
。
封
筒
下
段
ペ
ン
書
き

「明

治
八
年
頃
之
書
簡
」
と
い
う
特
徴
あ
る
文
字
は
龍
作

氏
の
筆
跡
で
あ
る
。
同
氏
は
脳
浴
血
の
た
め
右
手
が

効
か
な
く
な
り
、
左
手
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（永

見
晴
義
祖
母
談
）。
右
端
の
ペ
ン
字

「昭
和
七
年
八
月

十
二
日
五
代

龍
作
氏
よ
り

之
を
受
く
。

曽
野
生
」
と

あ
る
の
は
私

の
父
の
筆
跡

で
あ
る
。
龍

作
氏
は
友
厚
の
長
女
武
子
の
養
嗣
子
で
あ
る
。

昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私

の
父
近

一
（き
ん
い
ち
）
の
妹
艶
子
は
世
界
的
美
術
商 五代龍作工学博士
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山
中
商
会
の

創
業
者
山
中

定
次
郎
の

一

人
息
子
と
結

婚
し
て
声
屋

に
住
ん
で
い

た
。
私
の
父

も
両
親
、
兄

弟
姉
妹
と

一

緒
に
近
所
に

住

ん

で

い

た
。
正
月
に

定
次
郎
が
大

阪
の
天
下
茶

屋
の
お
茶
会

で

一
人
の
婦
人
と
同
席
と
な
っ
た
。
帰
宅
し
て
嫁
の

艶
子
に

「あ
ん
な
綺
麗
な
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
永

見

（晴

・
は
る
）
さ
ん
と
言
っ
て
五
代
豊
子
の
姪
で
、

嫁
入
り
前
の
娘
さ
ん
が
い
る
そ
う
だ
。
君
の
兄
さ
ん

の
近

一
君
と
お
見
合
い
さ
せ
て
は
ど
う
か
」、
と
い
う

こ
と
で
と
ん
と
ん
拍
子
に
縁
談
が
ま
と
ま
っ
た
。

実
は
晴
は
大
阪
に
住
む
永
見
省

一
（十
八
銀
行
監

査
役
）
の
後
妻
だ
っ
た
。
省

一
の
先
妻
綾
（旧
姓
宮
地
、

私
の
外
祖
母
）
は
五
代
武
子
藍
子
姉
妹
と
従
姉
妹
関

係
に
あ
た
る
人
だ
っ
た
が
、
大
正
十
五
年

（昭
和
元
年
）

一
〇
人
の
未
婚
の
子
供
を
残
し
て
病
没
し
た
。
私
の

母
慰
は
翌
年
大
手
前
高
女
を
卒
業
し
た
。
大
阪
音
楽

学
校

（音
大
の
前
身
）
に
進
ん
で
ピ
ア
ノ
や
声
楽
を
習

い
た
か
っ
た
が
姉
が

一
人
、
兄
弟
が
二
人
、
妹
が
五
人

も
い
る
の
で
あ
き
ら
め
た
。
次
妹
は
音
楽
学
校
に
通

っ
た
。

鉱
山
事
業
を
行
っ
て
い
た
友
厚
の
次
女
藍
子
は
、

「五
代
龍
作
氏
か
ら
両
親
が
頂
い
た

大
久
保
利
通
公
書
簡

（左
）
と
封
筒

（右
）
」

ご
庭
前
之
　
花

一
入

（ひ
と
し
じ

盛

（さ
か
り
）
之
由
　
今
日
三
四
時

頃
よ
里
　
可
成

（な
る
べ
く
）

参
堂

可
仕

（
つ
か
ま
つ
る
べ
く
）
侯

伊
藤
も
相
伴

可
申

（も
う
す
べ
く
）

○
○
○
ハ
　
歩
行

相
調

（あ
ひ
と
と
の
ひ
）
兼
侯
趣

（お
も
む
き
）
に
候

け
〓
日
帥
月々

（そ
う
そ
う
）
　
一拝
ロ
バ

四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
利
通

五
代
君

母
豊
子

（旧
姓
萱
野
）
の
姪
で
あ
る
自
分
の
従
姉
妹
に

あ
た
る
萱
野
晴
を
私
の
外
祖
父
省

一
の
後
妻
に
推
薦

し
た
。
藍
子
は
ま
ず
幼
な
子
の
末
っ
子
の
末
利
子

（私

の
叔
母
）
が
晴
に
な
つ
く
よ
う
に
毎
週
の
よ
う
に

一

緒
に
あ
ち
こ
ち
遊
び
に
連
れ
出
し
た
。
昭
和
四
年
、
晴

は
省

一
の
後
妻
と
な
り
突
然

一
〇
人
の
子
持
ち
と
な

っ
た
。
最
初
に
嫁
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

の
ち
に
私
の
母
と
な
る
慰
だ
っ
た
。
（本
紙
第

１１
号

「系
譜
」
参
照
）

さ
て
、
豊
子
夫
人
は
大
正
十
四
年
に
亡
く
な
っ
て

い
た
。
お
元
気
な
ら
両
親
の
結
婚
式
に
参
列
さ
れ
た

筈
で
あ
る
。
龍
作
氏
は
大
阪
に
住
ん
で
い
て
忙
し
く

し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
両
親
が
ご
挨
拶
に
龍
作
氏

宅
を
訪
問
し
た
時
に
頂
戴
し
た
の
が
こ
の

「大
久
保

書
簡
」
で
あ
る
。
「明
治
八
年
頃
」
と
龍
作
氏
は
書
い

て
お
ら
れ
る
が
『大
久
保
利
通
日
記
』
の
明
治
七
、
八
、

九
年
の
四
月
八
日
前
後
を
調
べ
て
も
五
代
宅
を
訪
間

し
た
記
述
が
な
い
。
し
か
し
大
久
保
公
の
筆
跡
は
間

違
い
な
い
、
と
思
う
。

両
親
は
七
年
五
月
に
結
婚
式
を
挙
げ
、
箱
根
経
由

東
京
へ
の
新
婚
旅
行
を
し
た
後
、
日
本
唯

一
の
有
名

な
高
級
レ
ジ
デ
ン
ス
ホ
テ
ル

「夙
川
パ
イ
ン
ク
レ
ス

ト
ホ
テ
ル
」
に
滞
在
し
た
。
（
こ
の
建
物
は

一
九
七
〇

年
代
ま
で
残
っ
て
い
た
。）
八
月
、
父
の
転
勤
に
伴
い

母
も

一
緒
に
メ
ル
ボ
ル
ン
に
船
出
し
た
。
翌
八
年

一

月
シ
ド
ニ
ー
に
転
勤
と
な
り
、
九
月
私
が
生
れ
た
。
そ

の
年
、
五
代
龍
作
氏
の
『
五
代
友
厚
博
』
が
発
行
さ
れ
、

シ
ド
ニ
ー
の
我

が
家
の
書
棚
に

『
山
中
定
次
郎

博
』
な
ど
と

一

緒
に
保
存
さ
れ

て
い
た
こ
と
を

記
憶

し

て

い

る
。
昭
和
十
六
年
、
日
本
と
米
英
蘭
と
の
貿
易
が
途
絶

し
た
た
め
四
月
戦
前
の
家
族
引
揚
げ
船
で
我
が
家
族

は
帰
国
し
た
。
私
達
は
神
戸
御
影
に
住
み
、
私
は
国
民

学
校
二
年
生
に
編
入
し
た
。
十
二
月
八
日
大
東
亜
戦

争
が
勃
発
し
た
。

父
は
、
昭
和
十
八
年
ス
ル
ー
海
で
乗
船
し
て
い
た

海
軍
徴
用
船
鎌
倉
丸
が
米
潜
水
艦
魚
雷
攻
撃
に
よ
り

五
分
間
で
沈
没
し
た
た
め
海
軍
軍
属

（兼
松
取
締
役
）

と
し
て
戦
死
し
た
。
二
〇
年
六
年
生
の
八
月
、
学
童
集

団
疎
開
先
の
鳥
取
県
の
山
奥
の
お
寺
で
終
戦
の
詔
勅

を
聞
い
た
。
日
本
は
敗
戦
翌
年
か
ら
四
～
五
年
で
物

価
が

一
〇
〇
倍
に
、
そ
し
て
敗
戦
後

一
〇
年
間
で
三

〇
〇
倍
と
な
る
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
襲

わ
れ
た
。
母
は
戦
後
数
年
間
の
闘
病
生
活
の
の
ち
亡

く
な
っ
た
。
幸
い
居
宅
は
戦
焼
し
な
か
っ
た
。
母
の
入

院
療
養
費
や

弟
妹
ら
四
名

の
生
活
費
と

学
資
の
た
め

立
派
な
お
仏

壇
を
含
む
全

て
の
家
財
道

具
は
売
り
食
い
し
、
小
さ
な
家
に
移
っ
た
が
、
こ
れ
ら

五
代
、
永
見
、
山
中
松
ど
の
書
籍
と
大
久
保
書
簡
は
残

し
て
き
た
。
こ
の

「大
久
保
書
簡
」
は
、
今
は
銀
行
の

貸
金
庫
に
納
め
て
あ
る
の
で
、
長
男
や
孫
が
大
切
に

継
承
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う
。

晴
義
祖
母
に
は
、
我
々
小
中
高
生
の
兄
弟
姉
妹
四

人
が
住
ん
で
い
る
家
に
三
～
四
年
の
間
、
大
阪
か
ら

し
ば
し
ば
来
て
貰
い
お
さ
ん
ど
ん

、
掃
除
洗
濯
の
面

倒
を
見
て
貰
っ
た
。
感
謝
―
冬
は
六
畳

一
間
の
真
ん

中
に
練
炭
こ
た
つ
を
置
い
て
、
お
祖
母
さ
ま
と
我
々

子
供
四
人
で
寝
た
の
だ
っ
た
。
高
校
生
～
青
年
時
代

に
私
は
、
お
祖
母
さ
ま
が

「五
代
の
伯
父
さ
ん
」
と
話

さ
れ
て
も
、
「五
代
さ
ん
が
物
凄
く
偉
い
人
」
と
は
分

か
ら
な
か
っ
た
―
お
祖
母
様
は
、
私
が
家
族
と
ア
ン

カ
ラ
に
駐
在
し
て
い
た
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）、

大
阪
で
逝
去
さ
れ
た
。
（享
年
八
十
二
）

五
代
友
厚
の
娘
ｏ武
子
と
藍
子
】
二
人
の
生
母
勝
は

三
条
家
宮
侍
大
谷
吉
兵
衛
宗
七
の
娘
。
長
女
武
子
は

九
里
龍
作
を
養
嗣
子
に
迎
え
三
男
二
女
を
も
う
け
た
（

次
女
藍
子
は
二
重
県
治
田
（は
っ
た
）
鉱
山
の
経
営
者

だ
っ
た
。
生
涯
独
身
。
（冬
は
大
阪
永
見
家
に
滞
在
）

大
谷
勝
の
妹
八
重
は
旧
姫
路
藩
士
宮
地
長
夫

（五

代
経
営
の
播
磨
大
立
銀
鉱
山
鉱
長
）
と
結
婚
し
、
娘
の

綾
は
大
立

（お
お
だ
て
）
で
生
ま
れ
た
。
即
ち
綾
は
、

武
子
藍
子
と
母
方
の
従
姉
妹

（い
と
こ
）
関
係
に
あ
る
ハ

綾
は
、
永
見
省

一
（伯
父
永
見
伝
三
郎
創
業
の
長
崎
の

十
八
銀
行
勤
務
、
の
ち
監
査
役
）
と
結
婚
し
た
。
私
の

母
方
祖
父
母
で
あ
る
。
つ
ま
り
省

一
は
、
先
妻

（綾
）

も
後
妻

（晴
）
も
五
代
友
厚
豊
子
夫
妻
と
深
い
縁
の
あ

る
人
だ
っ
た
。
な
お
綾
は
明
治
三
十
八
年
金
蘭
会

（高

等
）
女
学
校
の
創
立
理
事
の

一
人
だ
っ
た
。
（現
千
里

金
蘭
大
学
）

今
年
、
明
治
十
四
年
以
来

一
四
二
年
振
り
に
五
代

友
厚
の
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と

一

緒
に
喜
び
た
い
。
大
久
保
利
通
も
喜
ん
で
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
　
　
　
往
時
茫
々
た
り
。

若き日の母の油絵。

7歳年上の田村孝之介
画伯に指導を受けた。

昭和 3年 19歳

者

ｒ

筆

一
・
く

の

・―‐
「
ドニ．

８９

シ
年、
「
３４

左

昭
和
七
年
人
月
十
二
日
五
代
龍
作
氏
よ
り
之
を
受
く
。
曽
野
生

大

久

保

公

明
治
八
年
頃

之
書
簡

一３
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第

８

回
セ
ミ
ナ
ー

（講
演
会
実
施

）

ｏ
２
０
２
３
年
４
月
２３
日

（日
曜
日
）

１２
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

・
大
阪
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

ｏ
ホ
ー
ル

・
講
演
テ
ー
マ

第

一
部

「回
復
さ
れ
た
五
代
の
名
誉
」

八
木
孝
昌
先
生

第
二
部

「映
画
製
作
の
楽
し
さ
と
、
人
と
の

出
会
い
」
　

田
中
光
敏
監
督

会
場
に
は
北
は
福
島
、
南
は
福
岡
と
多
方
面
か
ら

１
８
０
名
の
方
々
の
参
加
を
頂
き
熱
気
あ
ふ
れ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
演
者
の
お
二

人
に
は
お
忙
し
い

中
ご
協
力
頂
き
、
貴

重
な
資
料
や
写
真
・

映
像
を
準
備
し
ご

披
露
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
大
Ｏ
Ｂ

会
か
ら
は

『新

。
五

代
友
厚
伝
』
や
学
生

用
教
材
の

『
小
伝
』

を
寄
附
頂
き
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
で
き
ま
し
た
。
最

後
は
堀
内
圭
三
さ

ん
に
よ
る

「赤
き
心

‐
五
代
友
厚
の
歌
…
」

を
歌
唱
、
全
員
の
集

合
記
念
写
真
会
、
更

に
は
八
木
、
田
中
両

氏
の
サ
イ
ン
会
、
記

念
撮
影
会
と
、
時
間

を
オ
ー
バ
ー
し
て

の
交
流
も
出
来
、
参

加
の
皆
さ
ん
に
は

満
足
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
躙
黎
冬
鰺
骰
鰈
鼈
炒
咆
鐵
翔
舅

ま
た
、
参
加
頂
い
た
皆
様
に
は
ト
ル
コ
大
地
震
救
　
　
映
画

「天
外
者
」
公
開
か
ら
約
二
年
、
や
っ
と
監
督

援
の
義
援
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
の
撮
影
に
入
る
時
の

「五
代
友
厚
」
や

「天
外
者
」
に

尚
、
講
演
の
詳
細
は
、
第

一
部
は
本
号
新
聞
の

一
、
　

掛
け
る
思
い
、
主
演
三
浦
春
馬
君
そ
し
て
支
え
る
出

二
面
に
、
第
二
部
は
感
想
文
を
も
っ
て
報
告
と
さ
せ
　
演
の
俳
優
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
、
た
く
さ
ん
の
フ
ァ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
の
皆
様
と
、
映
像
と
共
に
聞
く
事
が
出
来
た
。

「今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
」
の
現

在
に
必
要
な
未
来
に
向
け
て
語
り
合

っ
た

幕
末

・
維
新
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の
話
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
を
三
浦
春
馬
君
と
話

し
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
な
演
技
を
全
力
で

演
じ
、
特
に
終
盤
の
会
議
所
で
の
演
技
は
圧

巻
の
出
来
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
作
品
を
観
た

た
く
さ
ん
の
方
々
が
そ
の
熱
量
感
じ
る
場

面
だ
っ
た
と
思
う
。
予
告
編
を
見
た
だ
け
で

も
感
動
の
波
が
幾
重
に
も
押
し
寄
せ
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

監
督
は

「
こ
の
映
画
で
は
じ
め
て
フ
ア
ン

の
皆
様
に
育
て
て
も
ら
う
と
い
う
映
画
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
本
当
に
フ
ア
ン
の

皆
様
に
は
何
度
お
礼
も
申
し
上
げ
て
も
き
り

が
な
い
く
ら
い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
監
督
の
製
作
に
掛
け
る
思
い
は
充
分
映

像
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、春
馬
君
が
場
面
、

場
面
で
自
ら
の
考
え
た
五
代
を
演
じ
て
い
た

と
い
う
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
話
を
聞
け
た
時
間
で
し
た
。

映
画
製
作
目
的
は

「五
代
友
厚
」
と
い
う

大
阪
の
恩
人
、
日
本
の
恩
人
を
た
く
さ
ん
の

方
々
に
知
つ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
目
的
は
達
成
出
来
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
映
画
と
共
に

「五
代
友
厚

公
」
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
う
。

田
中
光
敏
監
督
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
三

浦
春
馬
さ
ん
、
出
演
者
の
方
々
、
そ
し
て
何

よ
リ
フ
ア
ン
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（川
口
由
美
子
）

去
る
五
月
七
日
東
京
文
京
区
に
於
て
当
塾
曾
野
豪

夫
顧
間
は

「新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
東
京

支
部
の
月
例
会
で

「１
４
２
年
振
リ
ー

開
拓
使
官
有

物
払
い
下
げ
事
件

五
代
友
厚

名
誉
回
復
の
た
め
の

活
動
報
告

‐教
科
書
是
正
と
い
う
成
果
…
」
と
の
長
い

演
題
で
直
近
の
五
代
に
ま
つ
わ
る
世
紀
の
話
題
に
つ

い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
九
十
分
の
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
教
育
関
係
者
の
他
、
五
代
家

の
姻
戚
十
余
名
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
本
題
に
入
る
前
に
去
る
四
月
十

一
日
関
西

テ
レ
ビ
の
特
集

「大
阪
経
済
の
父

『
五
代
友
厚
』」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
、
そ
し
て
最
後
に
は
八
木
孝
昌
作
詞
、
歌

・

作
曲

堀
内
圭
三
「赤
き
心

‐
五
代
友
厚
の
歌
‐
」
の
Ｄ

ｖ
Ｄ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
五
代
友
厚
の
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
皆
さ
ん
と
喜
び
た
い
。

今
年
満
九
〇
歳
を
迎
え
ら

れ
る
曾
野
顧
間
は
、
「人
生
の

最
後
と
な
る
講
演
が
自
分
の

外
祖
母
の
伯
父
伯
母
に
当
た

る
友
厚
豊
子
夫
妻
の
名
誉
回

復
と
い
う
嬉
し
い
内
容
で
あ

り
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
」
と

述
懐
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
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